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１【提出理由】

当社及び連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生いたしま

したので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19

号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 
２【報告内容】

(1）当該事象の発生年月日

 平成28年９月12日

 

(2）当該事象の内容

①特別損失の計上について

当社は、当社が製造した住空間マテリアル関連事業の製品の内、一部の壁紙に生じた不具合により、補修対策

を実施していますが、この不具合の発生は、使用される環境、経時変化等によるため、個別に、製品の使用状

況、状態等を調査した上で、発生した不具合に対して必要な補修対策を行っています。

補修対象範囲の把握と補修対策を早期に実施するための体制をより強化し、全体の状況に関する調査が進んだ

ことにより、今後発生する追加的な補修対策費用を合理的に見積もることが可能となったため、平成29年３月期

第２四半期において、補修対策費用を特別損失として計上する見込みとなりました。

②特別利益の計上について

当社は、平成28年８月24日付で公表のとおり、株式会社リクルートホールディングスが実施する同社普通株式

の売出しに際し、売出人の一社として参加するとともに、同社が平成28年８月25日付で公表した株式会社東京証

券取引所の自己株式立会外買付取引による自己株式の取得に応じて、当社が保有する同社普通株式の一部を売却

いたしました。

この結果、当社から引受人への売却価格が平成28年９月12日に決定された株式売出しにより11,250,800株、自

己株式取得に応じて平成28年８月26日に749,200株、併せて12,000,000株を売却し、特別利益（投資有価証券売却

益）を計上する見込みとなりました。

 

(3）当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

当該事象により、平成29年３月期第２四半期の個別財務諸表及び連結財務諸表において、特別損失として280億

円、特別利益として390億93百万円をそれぞれ計上する見込みであります。
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